
 2022年第3回定例県議会報告 

発行／日本共産党茨城県議団 水戸市笠原町９７８－６ 

               TEL・FAX ０２９－３０１－１３８７ ご意見・ご要望などお寄せください 

  「身体障害２級だと盲導犬の申請はできない言われ

た」と相談を寄せたＹさん。 江尻県議は、厚労省にも問

合せて調査し、議会で「北海道や宮城県は１級だけで

なく２級も認めており、茨城も改善を」と質問。 福祉部

長は「盲導犬へのニーズや、盲導犬の育成可能頭数

などを把握していく」と消極的な答弁です。 

  社会の理解やバリアフリー整備とともに、利用しやす

い福祉制度に改善できるよう力を尽くします。 

学
校
給
食
を
無
償
に  

 
  

江
尻
県
議
が
議
会
で
要
望 

  

江
尻
か
な
県
議
は
、９
月
の
県
議

会
で
▼
小
・中
学
校
の
給
食
費
を

無
償
に
す
る
こ
と
▼
給
食
の
食
材

に
地
場
産
物
や
有
機
農
産
物
を
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
を
求
め
て

質
問
し
ま
し
た
。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 
 

江
尻
県
議
は
、県
内
で
城
里
町

な
ど
６
市
町
が
無
償
化
（
左
表
）
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
紹
介
。 

 

千
葉
県
も
無
償
化
ス
タ
ー
ト 

  

千
葉
県
は
来
年
か
ら
第
３
子
以

降
の
給
食
費
を
無
償
に
す
る
方
針

で
す
。 

江
尻
県
議
は
、「
大
井
川
知

事
も
一
期
目
の
選
挙
で
無
償
化
を

公
約
に
掲
げ
て
い
た
」
と
述
べ
、市

町
村
と
協
力
し
て
取
り
組
み
を
す

す
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

パ
ン
小
麦
８
割
が
外
国
産 

  

県
内
の
給
食
で
は
、米
や
ソ
フ
ト

め
ん
、豚
肉
や
牛
乳
は
１
０
０
％ 

県
産
品
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

野
菜
や
魚
、加
工
・冷
凍
食
品
は
割

合
が
低
く
、と
く
に
パ
ン
用
小
麦
は

８
割
が
外
国
産
で
す
。 

  

江
尻
県
議
は
「
県
産
小
麦
の
『
ゆ

め
か
お
り
』
や
有
機
農
産
物
の
生

産
、活
用
を
全
県
で
広
げ
、給
食
に

活
用
し
て
い
く
こ
と
」
を
主
張
。千

葉
県
い
す
み
市
で
は
、有
機
米
を
給

食
利
用
に
特
化
し
て
有
機
農
業
の

産
地
づ
く
り
を
広
げ
て
い
ま
す
。 

  

森
作
教
育
長
は
「
地
場
産
物
活

用
率
が
５
０
％
を
超
え
る
市
町
村

が
９
割
に
達
し
た
一
方
、低
廉
な
価

格
で
同
一
規
格
の
食
材
を
大
量
に

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。無
償
化

は
、政
策
の
優
先
度
や
財
政
状
況

を
ふ
ま
え
て
研
究
す
る
」
と
答
弁
。

実
現
に
ほ
ど
遠
い
姿
勢
を
あ
ら
た

め
、実
現
を
め
ざ
す
べ
き
で
す
。 

 小学校(月額) 中学校(月額) 

水戸市 4,300円 4,500円 

無償の 

自治体 

城里町、潮来市、神栖市、大子町

河内町、北茨城市(中学のみ) 

▼水戸市で小・中学生の子どもが２人いる家庭

の給食費は年間約10万円になります。▼就学

援助制度を利用できれば無料になりますが、 

９割以上の家庭は給食費を市に払っています。 

 

保
健
師
増
や
せ
！ 

 
 

 

県
議
会
コ
ロ
ナ
対
策
調
査
特
別
委
員
会

で
、
保
健
所
の
体
制
を
拡
充
す
る
よ
う 

求
め
ま
し
た
。 

 

大
井
川
知
事
が
、
陽
性
者
の
全
数
把
握

を
や
め
、
患
者
情
報
の
届
け
出
を
高
齢
者

な
ど
に
限
定
し
た
の
は
、
医
療
機
関
や
保

健
所
の
業
務
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
と
い
う

理
由
か
ら
で
す
。 

 

委
員
会
で
県
保
健
所
長
は
、
「
応
援
職

員
の
派
遣
や
外
部
委
託
を
す
す
め
て
も
、

保
健
師
に
し
か
で
き
な
い
業
務
が
あ
る
」

「
４
０
代
の
保
健
師
が
少
な
く
、
５
０
代

の
ベ
テ
ラ
ン
に
負
担
が
か
か
り
、
２
０
代

３
０
代
は
産
休
育
休
が
多
い
が
代
わ
り
の

保
健
師
が
み
つ
か
ら
な
い
」
と
説
明
。 

 

４
０
代
と
い
え
ば
私
と
同
じ
世
代
で

す
。
２
０
数
年
前
に
新
規
採
用
が
抑
え
ら

れ
、
不
安
定
雇
用
に
投
げ
出
さ
れ
た
世

代
。
保
健
所
も
１
８
ヵ
所
あ
っ
た
の
を
、

９
ヵ
所
に
ま
で
減
ら
し
、
保
健
師
な
ど
の

専
門
職
を
採
用
・
育
成
し
て
こ
な
か
っ
た

県
政
こ
そ
問
題
で
す
。 

 
目
先
の
利
益
よ
り
働
く
人
を
大
事
す
る

こ
と
が
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
と
向
上

に
つ
な
が
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。 

盲導犬 身体障害２級でも利用 難聴の子どもへの支援拡充を 

  １歳５ヶ月で人工内耳の手術を受けた子どもの母親から相談を受け

た江尻県議は、「県に対策協議会を設置して切れ目ない支援を拡充

し、全市町村で人口内耳や補聴器への補助実施

を」と質問。 福祉部長は「新生児聴覚検査を  

推進しながら、医療や療育、教育面での支援につ

いて協議会を年度内に2回程度開催していく。   

市町村の格差が是正されるよう働きかけたい」 

と答弁。 これからの取組が肝心です。 

県議会議員 江尻かな 

一人ひとりにやさしい県政をつくりましょう 



 
 

江
尻
県
議
は
、東
日
本
台
風
で

戦
後
最
大
規
模
の
洪
水
を
ま
ね
い

た
那
珂
川
の
水
害
を
防
ぐ
対
策
を

議
会
質
問
で
求
め
ま
し
た
。 

築
堤
・河
道
掘
削
を 

 

【
部
長
答
弁
要
旨
】 

那
珂
川
緊
急

治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、水
戸

市
大
野
地
区
な
ど
６
地
区
の
堤
防

整
備
や
、水
府
地
区
な
ど
６
地
区
で

水
位
を
下
げ
る
河
道
掘
削
を
着
手

し
た
。 

上
流
の
常
陸
大
宮
市
と
城

里
町
に
ま
た
が
る
大
場
地
区
で
、洪

水
を
一
時
貯
留
す
る
遊
水
地
整
備

を
進
め
、 

那
珂
川
と
田
野
川
や
藤

井
川
、西
田
川
の
合
流
地
点
で
は
、

河
道
掘
削
を
行
い
、東
日
本
台
風

と
同
規
模
の
洪
水
で
も
越
水
し
な

い
対
策
を
進
め
て
い
る
。国
田
地
区

で
は
、地
盤
の
低
い
箇
所
の
嵩
上
げ

を
行
う
た
め
、必
要
な
用
地
を
確

保
す
る
。 

そ
の
他
、水
位
計
や
河

川
監
視
カ
メ
ラ
の
増
設
な
ど
、情
報

提
供
体
制
の
強
化
を
図
る
。  

那
珂
川 

堤
防
整
備
４
割 

 
 

那
珂
川
の
堤
防
整
備
率
は
い
ま

だ
４
割
台
で
す
。 

江
尻
県
議
は
、

「
河
川
防
災
に
地
域 

住
民
の
協
力

は
不
可
欠
で
あ
り
、情
報
提
供
と

住
民
意
見
の
反
映
を
重
視
す
べ

き
」
と
主
張
し
ま
し
た
。 

  

 

 私が住む国田も台風で浸水した。江尻議員の質問に土木  

部長は、国田地域での堤防代わりのコンクリート擁壁整備

は、被害を受けた７００メートル部分に対策すると、国交省

説明の引き写し答弁だった。問題は進捗が遅いこと。河道  

掘削工事は１３％、遊水池整備は９％（７月現在）、擁壁工事

は測量がはじまったところ。これで令和６年度までに完成 

するのかと不安であり、住民説明が必要だ。 

 沢渡川など県管理河川の整備も、しっかりすす

めてもらいたい。    （下国井町・大曾根紀雄） 

議 会 傍 聴 記 

水害防ぐ 

 河川整備を 

 
 

江
尻
県
議
は
、再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
適
切
な
普
及
に
向
け
た

県
の
取
り
組
み
を
求
め
て
議
会
質

問
し
ま
し
た
。 

事
業
者
に
補
助
創
設 

【
知
事
答
弁
要
旨
】 

太
陽
光
発
電

は
、地
産
地
消
の
再
エ
ネ
と
し
て
自

家
消
費
が
容
易
で
あ
り
、コ
ス
ト
が

低
減
し
て
い
る
。 

県
と
し
て
、県
内

全
て
の
事
業
者
を
対
象
に
、事
業

所
敷
地
内
や
屋
根
の
上
に
太
陽
光

発
電
＆
蓄
電
池
の
導
入
を
支
援
す

る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
促
進
事
業
」

を
予
算
計
上
し
た
。  

  

蓄
電
池
導
入
も
重
要
で
あ
る
た

め
、家
庭
向
け
に
市
町
村
を
通
じ

て
蓄
電
池
導
入
の
補
助
を
実
施
し

て
お
り
、実
施
市
町
村
の
拡
大
に

向
け
て
働
き
か
け
て
い
く
。（
水
戸

市
は
未
実
施
） 

新
制
度
活
用
し
適
正
導
入
を 

 
 

景
観
や
生
活
環
境
、土
砂
災
害

な
ど
の
課
題
に
対
し
、太
陽
光
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。 

地
球

温
暖
化
対
策
推
進
法
の
改
正
で
、

県
は
再
エ
ネ
抑
制
エ
リ
ア
を
設
定

で
き
る
一
方
、市
町
村
は
導
入
を

進
め
る
促
進
区
域
を
設
定
で
き
る

制
度
が
創
設
さ
れ
た
。こ
れ
を
活
用

し
、適
正
導
入
を
進
め
て
い
く
。 

再エネ・蓄電 

 導入支援へ 
 

岸
田
首
相
は
８
月
の
Ｇ
Ｘ
実
行
会
議
で
、

東
海
第
２
原
発
を
含
め
「
国
が
前
面
に
立
っ

て
原
発
再
稼
働
を
す
す
め
る
」
と
表
明
。 

  

共
産
党
県
議
団
は
抗
議
声
明
を
政
府
に

出
し
、「
地
元
の
了
解
で
は
な
く
、政
府
が
判

断
を
下
す
と
い
う
方
針
転
換
な
ら
決
し
て
認

め
ら
れ
な
い
」
と
指
摘
。 

議
会
で
知
事
に

「
事
前
了
解
権
を
堅
持
し
、再
稼
働
に
反
対

を
」
と
迫
り
ま
し
た
。知
事
は
「
当
然
な
が
ら

地
元
了
解
が
前
提
に
な
る
」
と
答
弁
。  

  

県
民
の
意
見
を
聞
く
手
段
と
し
て
、知
事

は
「
県
民
投
票
を
含
め
、さ
ま
ざ
ま
な
方
法

が
あ
る
が
、最
適
な
方
法
を
検
討
し
た
う
え

で
選
択
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

東
海
第
２
原
発
再
稼
働
に
反
対
を 

物価高対策 117億円追加 さらに拡充を 
 県議会第３回定例会に提案された補正予算で、県独自

に住民税非課税世帯の児童１人当たり５万円への給付金

（１１月以降給付開始）や、畜産農家を支援する飼料価格

補助を計上しました。コロナ感染拡大下での原油価格・

物価高騰への対策として、共産党県議団は予算案に賛成

しました。しかし、まだまだ不十分であり、１０月３１

日から始まる第４回定例会にむけてさらに対策の拡充を

求めます。 

            各 会 派 の 態 度        〇 賛成、× 反対   共産党 
自民党 

県民 

ﾌｫｰﾗﾑ 
公明党 

立憲 

 原油価格・物価高騰への補正予算（約117億円） 〇 〇 〇 〇 〇 

 性暴力の根絶に向けて地方自治体との連携強化を求める意見書 （自民党提出） 〇 〇 〇 〇 〇 

 旧統一協会問題の徹底究明と被害者救済を求める意見書 （共産党提出） 〇 × × × × 

 原発推進方針の撤回を求める意見書 （共産党提出） 〇 × × × × 

 再生可能エネルギーによる脱炭素社会の実現を求める意見書（立憲提出）  〇 × × × 〇 

 土地利用規制法の全面的な施行を中止し、廃止を求める請願（県平和委員会提出）  〇 × × × × 


